
第２学年６組第２学年６組第２学年６組第２学年６組    少人数学級少人数学級少人数学級少人数学級数学数学数学数学科学習指導案科学習指導案科学習指導案科学習指導案     １１１１    単単単単    元元元元 図形の調べ方（１５時間完了 本時８／１５） （（（（１１１１））））単元単元単元単元目標目標目標目標        ① 平行線や多角形の角、及び三角形の合同条件や基本的な図形の性質を理解することができる。    
             （知識・技能） ② 基本的な平面図形の性質を見出だし、平行線や角の性質をもとにしてそれらを確かめ、説明することができる。        （思考・判断・表現） ③ 平面図形の性質について学んだことを生活や学習に生かそうとしたり、平面図形の性質を活用  した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしたりする。      （主体的な態度） （（（（２２２２））））単元単元単元単元構想構想構想構想    本学級の生徒たちは、授業中に分からないことがあれば、級友に聞き、教えてもらうという姿が見られ、共に成長していこうとする雰囲気がある。例えば、連立方程式の利用の授業で、100gあたりの栄養素量を基に連立方程式を使ってサラダの野菜を決定するという課題に取り組んだ際には、連立方程式の立て方が分からずに困っている級友に式の立て方を教えたり、どの野菜の組み合わせがよいか効率的に検証するために、班で分担して連立方程式を解いたりすることができており、互いに協力して問題を解決する姿が見られた。しかし、どの野菜の組み合わせが一番よいか班で考える際には、一番よいと思う組み合わせを積極的に発表することができる一方で、その理由を説明する際には、感覚的な表現となり、他者に正確に考えを説明しきれないといった場面も多くあった。そのため、今後行われる行事や日々のかかわり合い、授業でのかかわり合いの中で、自分の考えを正確に伝えたり、多様な考えがあることを知ったりする場面で、話し合い活動を充実させ、自分の考えを数学的な表現を用いて論理的に表現することができる場を多く設定してきた。 実生活の中で、身の周りにある様々なものについて、形や大きさ、位置関係という観点から捉え考察することはよくある。これらの観点を基に、図形について数学的な表現を用いて論理的に考察し表現できるようにすることが中学校数学科における指導の大切なねらいの一つである。第１学年までの図形の学習では、平面図形の対称性や作図について操作的な活動を通して考察したり、空間図形に対する理解を深めたりすることで、図形に対する直感的な見方や考え方を伸ばし、図形に関する概念を豊かにしてきている。これを受けて、第２学年では、平行線の性質や多角形の角についての性質を考察し、三角形の合同条件を基にして簡単な図形の性質を筋道立てて説明し、論理的な思考力を育むことを主なねらいとしている。そこで、推論の過程を他者に伝わるようにわかりやすく表現することができるようになることをねらいとして図形の性質の学習を進めながら、図形についての理解を深めるようにし、文章や図から必要な情報を読み解く力や考える力を身につけることができる本単元を設定した。 本校の研究は「未来をたくましく生きる力を育む教育の創造」であり、実生活に結びついた問題に対して、主体的に考え、その学びから新しくＳＯＺＯ（想像・創造）しようとする生徒の育成を目指している。この生徒像に近づくことができるよう、指導にあたっては、まず、ガーデニングラティスといっガーデニングラティスといっガーデニングラティスといっガーデニングラティスといった身近にある具体物から図形の直線や角の性質を見つける活動を取り入れることによって、た身近にある具体物から図形の直線や角の性質を見つける活動を取り入れることによって、た身近にある具体物から図形の直線や角の性質を見つける活動を取り入れることによって、た身近にある具体物から図形の直線や角の性質を見つける活動を取り入れることによって、対頂角、同位角、錯角について、二つの角の位置関係と角の性質や関係を理解できるようにする。次に、小学校で学習した三角形の特徴を基に、多角形の内角や外角の和について考えていく。「なぜそれが言えるのか」「どうしてそう考えたのか」を明らかにして考えを伝え合う活動を多く取り入れ、証明の学習では、根拠を明らかにして説明することの意義や意味を実感させることによって、推論の過程を他者にわかりやすく表現することの大切さを理解させたい。本時の授業では、身近にある国旗や建築物、植物や野菜の身近にある国旗や建築物、植物や野菜の身近にある国旗や建築物、植物や野菜の身近にある国旗や建築物、植物や野菜の中から星形を見つける活動を取り入れることによって、中から星形を見つける活動を取り入れることによって、中から星形を見つける活動を取り入れることによって、中から星形を見つける活動を取り入れることによって、星形五角形の性質を考えていく。星形五角形の先端にできる角の和は、図形の性質を活用したり、補助線を引いたりすることにより、多くの解法を考えることができる教材であり、生徒にとってなじみのある形であるため、興味をもち、図形をより身近



に感じて学習に取り組むことができると考えられる。ＧＣＧＣＧＣＧＣ（（（（GeometricGeometricGeometricGeometric    ConstructorConstructorConstructorConstructor））））を利用して、星を利用して、星を利用して、星を利用して、星形五角形の点の位置を変えることによって、変化する値、変化しない値に注目することができるように形五角形の点の位置を変えることによって、変化する値、変化しない値に注目することができるように形五角形の点の位置を変えることによって、変化する値、変化しない値に注目することができるように形五角形の点の位置を変えることによって、変化する値、変化しない値に注目することができるようになり、星形五角形の先端の角の和の性質に気づきやすくする。なり、星形五角形の先端の角の和の性質に気づきやすくする。なり、星形五角形の先端の角の和の性質に気づきやすくする。なり、星形五角形の先端の角の和の性質に気づきやすくする。また、様々な視点から考えられた星形五様々な視点から考えられた星形五様々な視点から考えられた星形五様々な視点から考えられた星形五角形の先端の角の和の求め方をグループで説明しあう活動を取り入れることによって、自分の言葉で論角形の先端の角の和の求め方をグループで説明しあう活動を取り入れることによって、自分の言葉で論角形の先端の角の和の求め方をグループで説明しあう活動を取り入れることによって、自分の言葉で論角形の先端の角の和の求め方をグループで説明しあう活動を取り入れることによって、自分の言葉で論理的に説明する力を養理的に説明する力を養理的に説明する力を養理的に説明する力を養うとともにうとともにうとともにうとともに、多様な考え方に触れ、新たな視点の発見へとつなげていきたい。、多様な考え方に触れ、新たな視点の発見へとつなげていきたい。、多様な考え方に触れ、新たな視点の発見へとつなげていきたい。、多様な考え方に触れ、新たな視点の発見へとつなげていきたい。そして、ＳＯＺＯＳＯＺＯＳＯＺＯＳＯＺＯの時間の中で、より発展的の時間の中で、より発展的の時間の中で、より発展的の時間の中で、より発展的な場合を考えたり、同な場合を考えたり、同な場合を考えたり、同な場合を考えたり、同じ結論にたどり着いたりしていても、じ結論にたどり着いたりしていても、じ結論にたどり着いたりしていても、じ結論にたどり着いたりしていても、様々な考え方や過程があることの様々な考え方や過程があることの様々な考え方や過程があることの様々な考え方や過程があることの気づ気づ気づ気づきへとつなげていきたいきへとつなげていきたいきへとつなげていきたいきへとつなげていきたい。さらに、。さらに、。さらに、。さらに、ＳＯＺＯＳＯＺＯＳＯＺＯＳＯＺＯの時間の中での時間の中での時間の中での時間の中で、他の、他の、他の、他の実生活の事象へと学びを発展させることで、自らが数学の実用性を創造し、実生活の事象へと学びを発展させることで、自らが数学の実用性を創造し、実生活の事象へと学びを発展させることで、自らが数学の実用性を創造し、実生活の事象へと学びを発展させることで、自らが数学の実用性を創造し、未来をたくましく生きる力を育むようにする。    （（（（３３３３））））単元単元単元単元計画計画計画計画    学 習 内 容 研究の手だて 時 間 ・ラティスに隠された図形の性質を考えよう。 （研究の手だて①－研究の手だて①－研究の手だて①－研究の手だて①－ＡＡＡＡ） （研究の手だて③－研究の手だて③－研究の手だて③－研究の手だて③－ＤＤＤＤ） 3 ・多角形の角の性質を考えよう。 （研究の手だて①－研究の手だて①－研究の手だて①－研究の手だて①－ＡＡＡＡ） （研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－ＣＣＣＣ） （研究の手だて③－研究の手だて③－研究の手だて③－研究の手だて③－ＤＤＤＤ） 5 （本時 5/5） ・三角形の合同条件を考えよう。 （研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－ＢＢＢＢ） （研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－ＣＣＣＣ） 3 ・証明するときに、気をつけることは何だろうか。 （研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－ＢＢＢＢ） （研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－ＣＣＣＣ） 2 ・三角形の合同条件を証明で使うにはどうしたらよ いだろうか。 （研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－研究の手だて②－ＣＣＣＣ） （研究の手だて③－研究の手だて③－研究の手だて③－研究の手だて③－ＤＤＤＤ） 2 ２２２２    本時の学習指導本時の学習指導本時の学習指導本時の学習指導        （（（（１１１１））））本時の目標本時の目標本時の目標本時の目標    ・星形五角形の先端にできる角の和が１８０度になることを説明することができる。 
          （思考・判断・表現） （（（（２２２２））））展展展展    開開開開    段階 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 想像 
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 課題 
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 究明 
(15) 

 

 

 

 

 

 

 

１ 写真を見て、写真に共通するものを考え、それについての特徴を発表する。 
 

 

 ２ 本時の学習課題を把握する。 
   ３ 星形五角形の先端の角を調べる。    
 

 

   
 

・・・・①①①①星形が使われている国旗や建物星形が使われている国旗や建物星形が使われている国旗や建物星形が使われている国旗や建物、星形の植、星形の植、星形の植、星形の植        物や野菜の断面物や野菜の断面物や野菜の断面物や野菜の断面の写真を提示する。の写真を提示する。の写真を提示する。の写真を提示する。（（（（研究研究研究研究））））    ・星形五角形をノートに書くように指示し、どのような性質がありそうか予想することをきっかけとし、学習課題につなげる。 ・学習課題を板書する。 
 

 ・クラスルームを用いて、生徒のＭＹタブレットに作図ツールＧＣのＵＲＬを送る。 ・ＧＣ上の星形五角形の頂点を移動させ、任意の星形五角形を作り、先端の角の和を求めるように指示する。 ・②・②・②・②ＭＹＭＹＭＹＭＹタブレットタブレットタブレットタブレット上で上で上で上で求めた求めた求めた求めた星形五角形の先星形五角形の先星形五角形の先星形五角形の先端の角の和がどんな場合でも１８０度になる端の角の和がどんな場合でも１８０度になる端の角の和がどんな場合でも１８０度になる端の角の和がどんな場合でも１８０度になるのか確かめのか確かめのか確かめのか確かめるためにるためにるためにるために、、、、角の和を角の和を角の和を角の和をペアペアペアペアで共有で共有で共有で共有しししし、、、、協働的な協働的な協働的な協働的な課題解決の円滑化を図る課題解決の円滑化を図る課題解決の円滑化を図る課題解決の円滑化を図る。。。。（（（（研究研究研究研究））））    

・どの写真にも星マークがある。 ・星は角が５つある。 ・星の角を全部足すと１８０度になっている。 星形五角形星形五角形星形五角形星形五角形の先端にできる角の和は、本当に１８０度であると言えるのだろうかの先端にできる角の和は、本当に１８０度であると言えるのだろうかの先端にできる角の和は、本当に１８０度であると言えるのだろうかの先端にできる角の和は、本当に１８０度であると言えるのだろうか。。。。    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 解決 
(15) 

 

 

 

 

 

 整理 
(3) 

 

 創造 
(10) 

４ 星形五角形の先端にできる角の和がいつでも１８０度になるのか説明するためには、どうしたらよいか手だてを考え、見通しを立てる。 
 

 

 

 

 

 ５ 個人で星形五角形の先端にできる角の和が  １８０度であることの説明を考え、その考えをグループで発表し、よりわかりやすい説明の仕方を考える。          ６ ５で考えた結果を学級全体で発表し、各グル  ープの発表を基に、星形五角形の先端にできる  角の和が必ず１８０度になることを確認する。 
 

 

  
 ７ 課題の整理を行う。     ８ 本時の学びからＳＯＺＯする。 
 

 

 

・見通しが立たず困っている生徒には、内角や  外角の性質、ブーメラン形の性質に注目する  ように助言する。 ・自分の考えを丁寧にわかりやすく書いている  生徒を称賛する。 ・１つの考えをまとめた生徒には、他の方法は ないか考えるように助言する。 ・端的に解決の見通しを書くことができた生徒  を意図的に指名する。 ・②・②・②・②星形五角形の先端にできる角の和が１８０星形五角形の先端にできる角の和が１８０星形五角形の先端にできる角の和が１８０星形五角形の先端にできる角の和が１８０度になることについて度になることについて度になることについて度になることについてグループグループグループグループで表現する場で表現する場で表現する場で表現する場を設定することで、新たな視点に気づかせ、を設定することで、新たな視点に気づかせ、を設定することで、新たな視点に気づかせ、を設定することで、新たな視点に気づかせ、協働的な課題解決の円滑化を図る協働的な課題解決の円滑化を図る協働的な課題解決の円滑化を図る協働的な課題解決の円滑化を図る。。。。（（（（研究研究研究研究））））    ・グループの中で発表し合った考えから、よい  方法を選び出し、ホワイトボードにまとめる  ように指示する。 ・②ホワイトボードに説明・②ホワイトボードに説明・②ホワイトボードに説明・②ホワイトボードに説明をするために必要なをするために必要なをするために必要なをするために必要なキーワードを書くようキーワードを書くようキーワードを書くようキーワードを書くように指示することで、使に指示することで、使に指示することで、使に指示することで、使用した図形の性質に注目させ、協働的な課題用した図形の性質に注目させ、協働的な課題用した図形の性質に注目させ、協働的な課題用した図形の性質に注目させ、協働的な課題解決の円滑化を図る。解決の円滑化を図る。解決の円滑化を図る。解決の円滑化を図る。（（（（研究研究研究研究））））    ・様々な視点から説明を考えているグループを  称賛する。    ・②・②・②・②グループグループグループグループで考えた説明を発表する場を設け、で考えた説明を発表する場を設け、で考えた説明を発表する場を設け、で考えた説明を発表する場を設け、各各各各グループグループグループグループの発表のキーワードを振り返るこの発表のキーワードを振り返るこの発表のキーワードを振り返るこの発表のキーワードを振り返ることで、焦点化を図り、対話的な思考・吟味へとで、焦点化を図り、対話的な思考・吟味へとで、焦点化を図り、対話的な思考・吟味へとで、焦点化を図り、対話的な思考・吟味へつなげていく。つなげていく。つなげていく。つなげていく。（（（（研究研究研究研究））））    ・強調したい箇所は色を変えて示すように助言する。 ・使った図形の性質などを提示し、わかりやすく説明しているグループを称賛する。 ・各グループの発表から出された考え方が、図形のどんな性質を用いて説明しているかに注目させ、共通点や違いに目を向けさせることで、本時の課題のまとめへつなげる。 ・板書を使って本時の学びを振り返る。 ・③・③・③・③ＳＯＺＯＳＯＺＯＳＯＺＯＳＯＺＯするように指示する。するように指示する。するように指示する。するように指示する。（（（（研究研究研究研究））））    ・生徒同士が自由にかかわる場を設け、ＳＯＺＯを学級に広げて時間を閉じる。 
 （（（（３３３３））））評評評評    価価価価      ・ブーメラン形の性質や三角形の内角、外角の性質を基にして、星形五角形の先端の角の和が 180    度であることを説明することができたか。 （思考・判断・表現）―——活動４・５・６の様子、発表から 

・ブーメラン形の性質を使って、５つの角を一つの  三角形に集める。 ・三角形の外角を利用して、５つの角を一つの三角  形に集める。 ・平行線の性質を利用して、５つの角を一直線に集  める。 ・補助線を引いて、ちょうちょう形を作って、５つ  の角を一つの三角形に集める。 
・ブーメラン形を利用   ・三角形の外角の性質 

・平行線の性質や三角形の内角・外角の性質、ブーメ  ラン形の性質などから、必ず１８０度になるという  ことが言える。 
 ・星形の角を増やしたらどうなるのだろう。 ・星形には他にも性質があるのではないだろうか。 ・角の和が１８０度になるというきりの良さが、オ  クラの切り口が星形になることにも繋がっている  のだろうか。 

・ブーメラン形で求めた角の対頂角と∠b 、∠ e を  合わせると三角形の内角の和になるから 180 度。  【キーワード】ブーメラン形・∠ a ＋∠ c ＋∠ d  ・一つの外角は、その隣にない２つの内角の和だか  ら、２つの外角と∠b を合わせると三角形の内角  の和になるから 180 度。  【キーワード】外角の性質  

 


